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7 散策　｜　足元に和歌山市を一望 −高津子山・潮騒の小径ウォーク−
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9 ものづくりat和歌山　木桶



素
晴
ら
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
雅

楽
を
通
じ
て
、
和
歌
山
の
素
晴
ら

し
さ
も
伝
え
て
い
き
た
い
」。
そ

の
た
め
に
、
笙
と
向
き
合
う
日
々

が
続
く
。
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11 わかやま魅力発信人　｜　塚田由里子さん
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編 集 後 記

　少し前、ゲーム会社に勤める友人から、ディレクターを務めたソ
フトのストーリーについて感想を聞かせてほしいと連絡がありまし
た。「ゲームはほとんどしないよ」と返すと、「純粋にシナリオにつ
いての意見が欲しいだけ」との答え。情報誌をつくる人間としては、
そういう相手として選んでもらえるのはうれしいことです。
　考えてみると、ゲームでも情報誌でも、あるいは小説でもユー
チューブでも、「面白い」を考えるという根本は同じなのかもしれ
ません。それを伝えるためのかたちが、それぞれ違っているという
だけで。
　『ほうぼわかやま』は節目となるこの 30 号から、いくつかのペー
ジで、記事に動画をプラスしました。文字と写真だけではイメージ
するしかなかった音や動きを実際に見ながら、記事に書かれている

「面白い」をよりリアルに感じてください。みなさんにもっと「面
白い」を感じてもらえるよう、私たちはこれからも伝え方を追求し
ていきます。

編集長　宇治田 健志

ウイング 和歌山詳しくはウェブで検索→ https://w-i-n-g.jp
ほうぼわかやまのバックナンバーは弊社ホームページからもダウンロードできます。

協力機関

「ほうぼわかやま」発行について
和歌山の歴史・文化を掘り起こし郷土愛を育む一助になればと、弊社が自費で
2008 年から年 2 回発行している情報誌です。また、この活動を通して、郷土と
社内の活性化の両立を図ることを目的としています。
設置場所：和歌山市内のコミュニティーセンター、県内の図書館、TSUTAYA WAYなど
　　　　　 詳しくはホームページをご覧ください。

本誌を作成するにあたり、次の機関・団体にご協力をいただきました。
厚く御礼申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略）

玉津島神社、株式会社やすい、トリイ商店、株式会社北畑海苔店、
松木本店、桶濱
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観
光
立
県
和
歌
山
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
新
た
に
つ
く
り
ま

し
た
。

そ
れ
が
、「
聖
地
リ
ゾ
ー
ト
！
和
歌
山
」
で
す
。

和
歌
山
の
観
光
を
売
り
出
す
の
に
大
切
な
三
つ
の
「
S
」。

ま
ず
、
高
野
山
・
熊
野
に
代
表
さ
れ
る
「Spirituality

（
精
神

性
）」。SD

Gs

に
も
つ
な
が
る
自
然
の
豊
か
さ
に
象
徴
さ
れ
る

「Sustainability (

持
続
可
能
性) 

」。
そ
し
て
、
豊
か
な
自
然
か

ら
生
み
出
さ
れ
る
上
質
な
「Serenity (

静
け
さ) 
」
で
す
。

和
歌
山
は
、
古
く
か
ら
神
々
が
い
る
聖
地
だ
け
で
な
く
、
文
化
、
歴
史
、
温
泉
、
食

な
ど
の
様
々
な
聖
地
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
人
々
を
寛
容
に
迎
え
入
れ
、
訪
れ

た
人
々
の
心
や
体
を
い
や
し
て
く
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

霊
場
で
あ
り
な
が
ら
熊
野
は
女
人
禁
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
三
〇
〇
年
前

か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
で
す
。
小
栗
判
官
照
手
姫
の
物
語
の
よ
う

に
、
障
が
い
者
が
一
人
で
も
熊
野
詣
の
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
あ
り
ま
し
た
。
熊
野
は
よ
み
が
え
り
の
地
で
す
。

古
事
記
や
日
本
書
紀
に
も
出
て
く
る
地
名
が
今
で
も
使
わ
れ
て

い
る
神
代
の
時
代
か
ら
続
く
土
地
柄
で
、
神
武
天
皇
を
熊
野
か
ら

吉
野
へ
案
内
し
た
ヤ
タ
ガ
ラ
ス
は
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
エ
ン
ブ

レ
ム
と
し
て
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
勝
利
を
呼
び
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
七
二
四
年
に
聖
武
天
皇
が
和
歌
の
浦
に
行
幸
さ
れ
て
か

ら
、
令
和
六
年
で
一
三
〇
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
素
晴
ら
し
い

風
景
を
末
永
く
守
る
よ
う
詔
が
発
せ
ら
れ
た
よ
う
に
、
和
歌
の
聖

地
・
和
歌
の
浦
は
、
様
々
な
芸
術
や
文
化
を
育
み
、
今
も
な
お
人
々

を
魅
了
し
続
け
て
い
ま
す
。

「
知
ら
な
い
オ
ド
ロ
キ
が
色
々
色
々
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
ビ
ッ

ク
リ
マ
ー
ク
を
付
け
た
ロ
ゴ
も
同
時
に
発
表
し
ま
し
た
。
新
し
い

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
下
、
国
内
外
か
ら
大
勢
の
お
客
様
に
来
て

も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

地域と企業のブランディングをお手伝いする広告・制作会社です。「ほうぼわかやま」
の発行や本づくりを通じた地域文化の振興を目指しています。就職応援 BOOK 

「COURSE（コース）」や、キャリア教育本「さくらノート」も発行しています。［沿
革］創業 1972 年。設立 1981 年。




